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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成30年５月10日に提出いたしました第22期３四半期（自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）に係る四半

期報告書の訂正報告書の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

 

２【訂正事項】
四半期報告書の訂正報告書の提出理由

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示してあります。

 

１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　　（訂正前）

　当社は、工事用部材に係るリース契約の一部につき、本来「所有権移転ファイナンス・リース」となり、通常の売

買取引に係る方法に準じて会計処理すべきであるところ「所有権移転外ファイナンス・リース」と判定し、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じて会計処理していたことが平成30年２月に判明いたしました。

　その後社内において、調査を行った結果、当該会計処理に関するリース契約を特定したため、当期の第２四半期及

び第３四半期の四半期報告書を訂正することとなりました。

　これらの決算訂正により、当社が平成29年11月14日に提出いたしました第22期第３四半期（自　平成29年10月１

日　至　平成29年12月31日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の

４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

　　（訂正後）

　当社は、工事用部材に係るリース契約の一部につき、本来「所有権移転ファイナンス・リース」となり、通常の売

買取引に係る方法に準じて会計処理すべきであるところ「所有権移転外ファイナンス・リース」と判定し、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じて会計処理していたことが平成30年２月に判明いたしました。

　その後社内において、調査を行った結果、当該会計処理に関するリース契約を特定したため、当期の第２四半期及

び第３四半期の四半期報告書を訂正することとなりました。

　これらの決算訂正により、当社が平成30年２月14日に提出いたしました第22期第３四半期（自　平成29年10月１

日　至　平成29年12月31日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の

４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。
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